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355　　　　　 凍結保存 の マ ウ ス 初期胚の胞胚形

成 率 ，糖取 り込 み量，着床率 の 発 育能 に 及 ぼ す

騨

356　　　　 活 性化腹腔 マ ク ロ フ ァ
ージ共培養に

よる胚 発育 の 検 討
一M −CSF お よびシゾフ ィ ラ ン の

mviVO 投与
一
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熊本大

小野 田　親 松浦講 1五， 本 田律 生，福松之敦，

岡村　均

【目的】 凍結融 解が初 期 胚 の 発育 に 及 ぼ す影

響を検討した ．

【方法】 ICR雌 マ ウ ス に過排 卵処 理 を行 い ，同

系雄 と交配 しhCG投与後 44，92時 間 に 2細胞期

胚 ， 胞胚 （in　 vivo 群）を回収 した ．2 細胞期胚の

48時間培養に て胞胚 を得た　（in　 vitro 群）が ，

一部 の 2細 胞期胚 は プ ロ グ ラ ム フ リ
ー

ザ
ー

に よ

る 急速凍結法 （R群）ない し液体窒 素に投 入す る

超 急速 凍結法 （U 群 ）に よ る 処 理後 48時間培 養

し て 胞胚 を得た。各群 の 胞胚形成率 ， 糖取 り込

み能 ，Westem　　blot法による糖輸送担体蛋白

（GLUT1 ）の 発 現 量 ， 胚 移植実験 に よ る着床率 を

測定した ．

【成績】胞胚形成率は　， in　vitro 群41．7X に対

し ，
R群 で 34，1％と低下 し，U 群 で は 22．O％と さ

ら に低下 した．糖取 り込 み 量は ，2細 胞期胚 （in

vivo 群）は 15．6± 2，8fmo1／e 皿 bryo／hr（M± SD：

以 下 同 じ）で 凍結 に よ る 変化は な か っ た L胞胚

で は　in　 vivo 群 472 土 107，　 in　 vitro 群 105

± 75に対 し ， R群で 43．3 士 28．3 と低下 し ，U 群

22．0± 11．4 と さ らに低下 した．こ の 変化 は糖輸

送 担体蛋 白の 発現量 と相関 を認め た ，胚移植実

験の 着床率は
， in　 vivo 群41．1％，　in　 vitro 群

30．4％，R 群 22，0％，　 U群 16．3％ で あ っ た ．

【結論】凍結融解 を行 っ た胚 で は，そ の 後の 培

養 に よ る卵割率が低下 する の み な らず，形態的

に 正 常 に 発 育 した 胚 に お い て も糖 輸送担 体発

現 を介 した糖取 り込み 能発達 の 障害 を認 め，着

床能 も低下 した．凍結融解 はそ の 後の 胚 発育に

悪 影響を与え quality の 低 下 を きた す こ と，ま

た 凍結方法 の 違 い に よ り，quality の 差異が 生

じ る こ とが 明 ら か に な っ た．

［目的］我々 はマ ウ ス 腹腔 マ ク ロ フ ァ
ー

ジ（M ¢ ）と

の共培養に よ っ て マ ウス胚発育が 促進 される こ と

を 報 告して きた 。今回、こ の 胚発育促 進効果 の 機

序を明 らか にす る目的で 、M ¢ 活性を刺激す る薬剤

に よ っ て 共培養効果に変化がみ られ る か 否 か を検

討 した。

［方法］実験には ICR 系 マ ウス を用 い た。予 め 腹

腔内に rhM −CSF （2、OXiO55．OXiO5，1、OXiO6］u ）を5　F］

間投与 し最終投 与翌 日 に腹腔M ¢ を 回収し た群 を

各 々 M1 ，M2 ，M3 群 とし、　 SPG （100μg）は腹腔内に 1回

投与 し 翌 日 M ¢ を同 収した 群をS群 と した。生 理食

塩水 を腹腔内に投与して M ¢ を回収 した群をM 〔群

と した。M ¢ 回収 は RPMII640 を用 い て 行 っ た 。
　 M ¢

は 1．Ox1 〔Pfmlに 調整 して 4well　dishに移し、1時間

付着 させた後HTF で 洗浄 し、0．3％BSA 加HTF を加

えた もの を培地 とし、同系雌 マ ウス よ り回収 した

前核期胚 と共培養した．H
’
1
’
Fの み の 培養 をC群 と

した 。 24時間毎 に 胚発育を観察 し、各群間に お け

る2細胞率 と胚盤胞率を比較検討 した 。

［成績］2細胞率は C群（77．8％ ），MO 群（86．7％ ），
M1 群

（77．8％），M2 群 （84，4％ ），M3 群（82．6％ ），
S群（889 ％）と

各群 間 に 有意 差 はみ られ な か っ た。胚盤 胞率は C

群（4．4％），MO 群 （6 ，7％）♪Ml 群（13．3％ ），
M2 群

（6、7％ ），
M3 群（39．1％），S群（6．7％ ）で C群とM ¢ 群 の 胚

盤胞率 に は有意差 はみ られ な か っ たが、M3 群の胚

盤胞率は他 の 群 と比 べ 有意 に 高か っ た。

匚結論ユ腹腔M ¢ を予め inviv〔｝で活性化させる こ と

に よ りM ¢ の 胚発育促進 効果が増強 され る こ とか ら

そ の胚発育促進 因子に液性因子 の 関与が 示唆 され

た。
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